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あらまし 本研究は、古環境を復元するために不可欠な、環境考古学データを位置情報と関連させて検索するため

のクリアリング、ハウスを構築したものである。考古学研究において、古環境の復元の重要性については早くから認め

られているにも関わらず、分析データが分散してデータのアクセスが容易ではなかった。私たちは、まず、 1万件を

越えるデータの検索を行うための環境考古学デ｝タベースを作成し、それに位置情報を与えて古環境復元のためのク

リアリングハウスへとまとめた。その作成に当たっては、位置情報に合わせた地図画像を切り出し、所在地をアドレ

スマッチングさせてモニタ上で重ね合わせた。それは、防namicHTMLを使用して、 Javascriptによる検索結果を

ドットで表示するようにした。このクリアリングハウスは、特定の GISソフトウェア特艇による制F財宝無く、デ

ータベースもcsvで作成したものを直張取り込むことができ、抗周性が高い。これによって、市販のパソコンでも

位置情報を持ったデータを扱うことができるようになり、考古学情報データベースの可能性をひろげることができた。

Summary This research proposes to construct the clearinghouse for searching the data of the 

environmental archaeologywi th its inf oz:mationof the location, in order to restore the ancient environment. 

In archaeological research, in spite of having accepted much earlier the L町iportanceof restoration 

of ancient environment, analytical data of environmental archaeology are distributed and access of 

them were not easy. So, we created the database of the environmental archaeology for searching the 

data exceeding 10,000 , gave it informati口nof the location, and collected into the clearinghouse 

for restoring the ancient environment. The process of the construction is following. We first cut 

the picture out of Japanese map in relation to the latitude or longitude, and next, we carried out 

the address matching of the location, and it laid one another on the monitor. To display the result 

of reference by廿1edot, DynamicHTML and Javascript are used. To browsing the database, only internet 

browser is necessary.This clearinghouse does not have any restriction for specific GIS software or 

a specific computer system, and CSV file can be taken into the database directly and easily, and it 

is much flexible. By this clearinghouse, we can treatせ1einformation data of location byせ1epersonal 

computer, and the possibility of an archaeology information database was able to be extended. 
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1. 考古学とGIS

埋蔵文化財についてのGISの利用は、現在、試

験段階から実践段階に達した。その契機は、自治

省主唱により各自治体が全庁型GISの導入がなさ

れ、行政の窓口業務がGISを核として統合されて

きたこと、GISのアプリケーションが安価で操作

性が向上し、個人でも購入・運営が出来るようにな

ったことを背景に、埋蔵文化財行政の現湯におい

て氾濫する情報を統合する手立てをGISに求めた

ことが大きい。近年、国土交通省によってデータ

ベースの共有を前提に、年次的にGISの実証実験

が行われているが、その中にも埋蔵文化財への応

用事例が散見される。しかし、日本の考古学研究

においてGISを軸とした分析事例はやや低調であ

ったと言わざるを得なし、。例えば CMでは、 GIS

は分析の目的ではなく手段として位置付けられて

おり、近年は考古学にVRを利用することを射程と

した研究さえも披涯されている。日本でも『考古

学のためのGIS入門』という実践事例を集成した

好著が発刊され、 GISのもつ多様な可能性に通暁

することが出来るようになったが、しかし、いま

だGISの分析は個人的・寸酎全的なレベルに止ま

っており、研究者が共有するGISデータベースも、

地理学や自然科学の諸分野と比較すると発展途上

である。こオUま、 GISの分析がアプリケーション

依存度が高いことと、分散型よりも統合型デ｝タ

ベースが志向されていて、考古学的情報の共有化

がなかなか図れない現伏に問題があるよう尤

以上の問題意識にかんがみて、私たちは考古

学研究のためのGISを構想するにあたり、考古学

第1図近畿地方環境考古学分相帥ドット例

側apExi:制使用：向野作胸

的な情報の構造を次のように整理した。

① 考古学における情報は、時間・空間を定義

する情報と不可分である。

② しかし、分析結果は分析者・分析機材等に

依存するために、抽出された2次情報の比

較には情報化の外部の制約が働く。

③ 膨大な埋蔵文化財情報を統合型データベ

ースに整理することは現実的ではない。む

しろ、必要とする情報の在りか、質などの

メタデータを格納して、位置情報との双方

向的なアクセスを図る。

④ データおよびデータベースは拡張性の高

いものとし、インターネットのシームレス

な環境を前提として、特定の機種・システ

ム・ソフトウェアに依存しないものとする。

この原則に基づいて、いわゆる環境考古学のデ

ータの在り処を位置情報と結合した「古環境復元

のための考古学情報クリアリングハウス」を構築

した。

2. 環境考古学データベースの作成経緯

他の学問分野同様、考古学も近年とみに細分化

の一途をたどり、研究者個人の必要とする情報に

も各差が生じている。これは必撚的に時期・地域

の異なる研究者相互の対話の欠知を招き、硬直化

の遠因となりかねない。その場合、現店の考古学

研究において最も研究の余地がある領域は、古環

境の復元についての研究ではないかと考える。自

然科学的な手法を援用した古環境復元の研究は、

端緒は早いにもかかわらず、日本の考古学が歴史

学として位置付けられ、古脚句な史的唯物論に見

る進化論的な歴史観の呪縛に長く囚われてきたこ

とや自然界十学と考古学とが協調的に研究成果を纏

めることをせず、独立した分析が長らく蓄積され

てきたことなどから、大局的に自然環境と人聞社

会の歴史性を捉える視覚は、等閑に付されてきた

といっても過言ではない。しかし、ポストプロセ

ス考古学の隆盛によって進化論的な歴史認識は影

をひそめ、考古学によって明らかにする対象は人

聞社会の法則的な歴史発展から、環境との関わり

の個剛性や場の復元にへとシフトした。その結果、

古環境の復元を主とする環境考古学の重要性が以

前にもまして高まってきたのである。

この思潮は考古学だけではなかった。フランス

のアナール誌を中心とする歴史学派は、社会史と

して気候、環境変化、動・植牧刷用などに早くか
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ら注目していたし、文献史学でも例えば、荘園絵

図に描かれた景観が樹木繁茂の実態を反映してい

るか、またその特有はいつかという問題などから、

環境考古学の情報が援用されてきた。また、通史

的な生態学的アプローチの場合はむろん、レベル

の大小はあれ古環境の復元は不可避である。学際

的な研究が開拓されるにつれて、また、現代社会

における環境への注意カ2い、つそう高まるにつれて、

古環境に対する関心は

ところが、古環境復元のためのデータは大系的

に収集されたものではなく、その大部分が発掘調

査に付随する自僻ヰ学的分析に伴うものであり、

その在りかも分散しているのが現状である。した

がって、ある任意の地域において古環境の時系列

的な変遷を追跡しようとした場合、膨大な埋蔵文

化財調査報告書を検索しなければならなかった。

また、複数の分析方法の結果が単一の報告にまと

められている場合も多く、目的とする情報にたど

りつくためには、多大な労力を必要とする。現在

まで、古環境復元のためのデータがきわめてI紛に

に蓄積されていながら、十分な活用が図られてこ

なかったのは、自側ヰ学的な難解さ以上に目的と

なる↑静Rへのアクセス方法が未整備だったことに

大きな原因があろう。この間題意識を踏まえて、

考古学・埋蔵文化財研究者を中心とする任意の研

究団体、埋蔵文化財研究会ではテーマに「環境と人

間社会一適応、開発から共生へーjを掲げ、平成

13年9月8・9日に京都府の立命館大学において

研究集会を実施した。これに併せて、全国の各自

治体・調査機関・大学の研究者へ協力を要請し、

環境考古学についてのデ、ータ提供を依頼した。協

力者は総勢175人に達し、無償にて提供いただい

たデータは総数10,700件に遣する。また、事務局

ではデータのクリーニングと検索誤験を行って、

中西印局彬紡毛針土にシステム開発を依頼し、デ｝

タベースにまとめた。存氏とではあるが、この古環

境復元のためのデータベース作成にご協力いただ

いた皆様方に改めて深謝の意を表したい。

3. 環境考古学データベースの作成過程

データベースに格納したデータは、 19項目のテ

キストデータであり、 MicrosoftExcelなどの表

計算ソフトウェアに直強入力する形で基礎デ、ータ

を作成した。また、各都湖守県の古環境復元のた

めの研究を通観することが出来るように、主な遺

跡や研究成果に対して概観する文章を作成した。

さらに、この概要紹介文とデータとがハイパ｝リ

ンクできるように、データ作成者にアンダーライ

ンを引いて明示してもらうこととした。また、写

真資料についても提供いただいたものはブラウズ

できるようにした。かくして、 47都道府県から概

観とデータが事務局に集まってきた。このデータ

は、当初、データ作成依頼時に、使用すべき語句

を限定していたが、実際の考古資料に当たってみ

ると多様な表現が返って来九例えば、「溝」・「溝

状遺構」・「環濠い「壌J・「周溝Jなどの表現が混在

し、「周濠か？Jというものもあった。さらに、「掘

建柱建物跡J・「豪族居館Jなどもあり、当初、事務

局が想定していた以上に多岐にわたる語句が入力

されていた。これらをそのままデ｝タベースに取

り込むと機能しなくなるため、データがある程度

集まりつつあった時点で、事務局によるデータク

リーエング、を実施した。この作業の中で、考古学

のデータベース作成上の問題点が、学術用語が

「溝」などの即物的な指示語と「周溝Jなどの遺構の

意味をもたせた指示語とが混在している点にある

ことを痛感した。データクリーニング作業と併行

して、データベースのアクションのシノプシスに

ついても討議を進めた。

まず、このデータベースは

① WindowsとMacintoshの双方のシステムで

動作すること。

②インターネットともシームレスな環境にあ

り、データに対する疑問点があればWeb上

のサイトヘデータ紹介が可能であること。

③特定のデータベースアプリケーションに依

拠せず、市販されているコンピュータに標

準添付されているソフトウェアでデータベ

ースの検索の寸車の動作が可能であること。

の3点の方針に基づいて、インターネット用の

ブラウザ（InternetExplorerまたは Netscape

Navigator I Communicator）によって閲覧し、

Javascriptによって検索動作が可能なものとな

るようにした。また、検索については、フリーワ

ードとプルダウンによる検索語葉の確定と同時に、

複数の絞込検索にも対応できるようにした。検索

条件は7項目であり、一部はプルダウンさせて語

棄の絞込みが出来るようにした。この一方で‘通常

のノート・デスクトップパソコンでもストレス無

くブラウジングができるよう、レスポンスの向上

もシステム開発時の案件として依頼した。かくし

て環境考古学のデータベースが完成し、研究集会
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で発表要旨集に添付して市販することとなった。

第1表エクセルに入力した環境考古学データ（位置構附与済みのもの）

ID 迫跡4 都県道名府 所在地 時車期情 理の積府 概遺跡亜
調査

UP 分:Ji寸析よ
分析 分折

対田時車期駒 Hのi土綱遺領構 分結析果 機分析関 報告
文献 舟行所

発行
車続 ;i:.車 締

雛関 封轟t 点数 名 年 度

10001 尾白内貝塚 北海道 茅部獅森町E続細3貝塚 －ー 市立画 増院 動物’F動物 20統純文 貝lit 貝類・ 市立i石川園 rn 市立園宮 1954 140. 5736 42. 0438 4 

10002 緊J!I町遺跡 北海道 函館前綾川R純文 その軸 ． 市立日 －ー 昆血事・ 6縄文 包含府・ ー－ f昆!Ii『爾 市立筒責 1955 140. 7481 41. 76531 ' 
10003 繁川町遺跡 北海道 函館市綾川四 純文 その他．． 市立日 ．， 植物~· 2縄文 包含周 . 明． f柿微 『函 市立闘世 1955 140. 7481 41. 78531 3 

10004 樽酔遺跡 北海道 時都郡他陣ヰ 旧石器 その輯 4・ 市立R． 地形・地形／噂 －・ ． 唱． 北梅1波正岬 『Ill市立画， 1956 1'0. 2311 42. 70506 2 

10005 サイベ沢遺i北櫛遺 亀田郡亀田幸純文 集帯 ー－ 市立E‘ 穂実官 実・ 純文 包宮届 ・ ．． f植~ 『サ 市立岡宮 195自 1'0. 7264 41. 83886 6 

10006 サイペ沢遺l北海道 也岡加地図キ 細文 銀幕 4・ iii立B． 動物予 動物l 市 縄文 包宮居 貝翻・ 北梅、 疋田昌 『サ 市立岡E1958 140. 7264 41. 83886 6 

10007 サイペ沢池1北悔道 亀岡lfll({l,田キ 純文 集体 －ー j~S/,g ーー ヒト主 人骨 3縄文 包肯周 成制司 北悔‘ 児玉刊 『サ 市立画宣 1958 1'0. 7264 41. 83886 6 

10008 チプスケ辿i北構造 斜盟都斜里’ 統制3その帽 ・－ 制盟関 ー－ 動物干 動物4 112観賞n:it包古府 H類・惨 「自書！ 『知 北海道t1959 145句 0166 44,09506 ' 
10009 立川遺跡 北梅退 破荘郡醐越” 旧石署 その他 ． 市立E． 地帯主 地形ホ ，． ．． . 北悔1瀬川型 『TA市立岡宮1969 140, 5828 42. 73931 ' 
10010 事害時迫肺 北糠逝 士別市毒物 純文 その他 司’ 士別司 司院 地形 ・地形／・ ，． －・ 司院 北構、 近iliil『多’ 土＂＇）市a1960 142. 3984 "・ 23869 3 

10011 射的山遺跡 北梅道 上川郡永山’ ！日石署 その柑 ．． 氷山” • 地質主 土犠$ ．． ． 
’‘ ホ山 野間百 『射 永山町 1961 。 。。

10012 班釧路瞳跡 北禍逝 嗣路市貝縁 純文 銀事 ー－ 倒防ii＊ 地形・ 地形／・ ＊ ー－ 唱民 北潟i岡崎Illfl!! 釧路市車 1962 144 4132 42. 99086 3 

10013 車釧聞遺跡 北海道 釧崎市貝巌 縄文 銀幕 ー－ 酬時ii‘ ヒト主 人骨 1純文 土地貨基 熟年明 札幌l山口圃 F車 釧路市S1962 144. 4132 42. 99086 3 

10014 帯flt洞知遺l北海道 古宇都柏村8純文／ そ町制 • 小~首‘ 地形・ 地形！• ー－ ＊ . 小樽l早川荊 r革 小僧市相 1962 140, 5333 43. 03328 4 

10015 2再津洞館遺l北海道 古宇郡柏村』 縄文／ その柑 調俳 小樽再 唱与 組実F突 4縄文 包含府 小樽1桂木貴 『事 小樽市制 1962 140. 5333 43 03328 ' 
10016 務枠綱痛遺l北海道 古宇郡柏村4純文／ その帽 ‘ 小樽司 唱民 動駒唱 動物場 純文 包含厩 貝類 小樽1伊藤明 『事 小樽市制 1962 140. 5333 .. 03328 4 

10017 幕時E桐!l!遺l北海道 古宇柿柏村8縄文／ その価 市 小陣司 ーー ヒト五 人骨 2 包含層 熟年男 北海i伊醜量 r事 小樽市n1962 1'0. 5333 43, 03328 ' 
10018 L。c31,32, 3 北精道 紋別抑白橋市 ！日石器 その軸 ’‘ 白梅Eー－ 地形3地形・ ーー ーー ． 東北 若生盟 『由 自滅団＋ 1963 143. 0962 43. 81725 ' 
10019 L。c31,32,3北海道 紋別榔白情ヰ 旧石韓 その柑 ‘ 

自t竜E‘ 地形ま地形・ ‘ 
． ー－ 北海i近世ii『白 自t~団や 1963 143.0962 43. 87726 ' 

10020 ホロカ沢迎l北海道 紋~IJlill自尚キ 旧石署 その抽 ． 自沌E‘ 地形全 地形・ ． ． 
‘ 

班北 若生理 『白 自？世田＋ 1963 143, 2274 43. 9081' 4 

10021 ホロカ択遺l1t~道 紋別郡白前市 旧石器 そ町制
‘ 自？畦E． 地形3地形・ 唱与 ． ー－ 北海‘ 近世剖 『自 自海図＋ 1963 143.2274 43. 90814 ' 

10022 栄前節一泊 北海道 常呂抑柑呂田 僚主 集帯 司’ 東京3‘’ 地形・ 地形／・ • ． ．． 車京 木内ii『オ 東京大司1963 143,9763 44. 12617 4 

10023 県浦節二泊 北海道 常呂郡常呂R線文 集務 調． 班）j( ーー 地形・地形／噂 ‘ ‘・ ． 班京 木内悼 『オ 東京大a1963 143.9763 "・ 12617 4 

10024 瞳阜遺肺 北骨量逝 常呂郡1~呂’ 醐文 集積再 ‘ JIOX・ ＊ 地形・ 地帯／宇 ． ＊ ー－ Jl[f,( 木内イE 『オ 東京大’ 1963 "'・ 9798 44. 10317 4 

10025 朝日トヨロ 北海道 常呂l!ll常呂H純文 貝塚 ‘ 車店員 唱陣 地形・地形／＊ ． ‘院 唱陣 車京 木内悟 『オ 車京大『 1963 143. 7863 44.17763 3 

10026 朝日ト＝ロ 北海道 常呂l!ll常呂F網文 JI!栴 唱除 東京タ 唱院 動物f動物’ 380 縄文 民厳 貝類・ 早稲 ill:且担 rォ 班活【大雪 1963 143. 7863 44. 17763 3 

10027 朝日トヨロ 北海道 常呂l!ll常自’ 制文 lll務 咽臥 耳(f,（フ ・ ヒトう 人fr 2縄文 貝縁 成人1車京 鈴木神 『，..車京大a1963 143. 7863 4'.17753 3 

10028 シュンタシt北部道 阿嘩榔阿耳iP！日石現 その岨 ． 開請単R・地形・i由形／噂 ーー 司陣 ． 北情‘ 岡崎隆 『北 阿寒町司 1963 144.1051 43. 17628 ' 
10029 殉公碑公岡i北海道 阿嘩郡阿嘩P純文／ その制 ‘ 

開嘩積 ・地形・地形／・ ． ． ＊ 北晦 岡崎益 『北 阿話事町a1963 144. 0441 43, 26622 4 

10030 強毘岩陰遺S1四幅道 掛内郡共和1税制 その倒
‘ 小ffl司・地形・地形／噸 ー－ • ． 北梅、 大島荊 『揖 ’l、HJml 1963 140. 6798 42. 96447 3 

10031 宮破員塀 北糠泊 稚内市宗谷 オホ 貝原 ー‘ 韓内刊 事 ヒト長 人骨 1オ亦ー、員崩 熟年型 札幌l山口担 『稚 稚内市41964 141. 5968 45. 22178 2 

10032 ト＝ロチヤ‘北悔逝 常呂郁常呂’ オホ 集蕗／ー． 車京1・ 稲実官 租実 6オホー‘ 電穴住居専 早稲1鹿島桂 『オ 車京大空 1964 143. 7863 "・ 17763 3 

10033 トヨロチヤ‘ 北梅過 常呂郡常呂’ オホ 集帯／ 魯 車f,(j＊ 樹相官 自然 6オホ｝‘ 艶穴住居事 早稲I1在員帽 『オ 車京大会 1964 143. 7863 44. 17763 3 

10034 トョロチヤ‘北海道 常呂im常呂’ オホー 鈍輯1・‘ 且(f,（ゴ ・動物f動物4 6オホ一、竪穴住居 貝類・ 恩稿！ 直良相 『オ 車京大生 1964 143. 7863 44. 17763 3 

10036 ウトロ梅~II 北海道 斜盟1m斜皿’ オホ 銀帯 ． 直前ゴ ・網実F欄実昨＊ オホー・傘 司臨 早稲1政且帽 『＊車京大空 1964 146. 0174 43. 99092 ' 
10036 ウトロ梅陣； 北海道 斜皿郁斜毘Fオホ 集紘 調． 車京ー・欄繍F種3忠世‘ オホー串

‘ 早稲 直良骨 『オ 東京大会 1964 145, 0174 43. 99092 4 

10037 ウトロ櫛陣1北海道 斜里郡斜里Fオホー集樺 ． 3駐車ブ 事樹輔v輯実申事 オホー、$ 司与 早稲 庇良告 『オ 車京大『 1964 145. 0174 "・ 99092 ' 
10038 ウトロ海岸』 北海道 斜里郡斜里Bオホ 雑務 ー－ 車京ゴ 命輔実F租実“ オホー‘・ ー－ 早稲 直良惇 『オ 班京大活 1961 146.0174 43, 99092 

' 
10039 ウトロ悔帰1北海盟 斜里郁斜里eオホー集部 • 車京ヨ ・ 動物干動物4噂 オホーホ 鳥類 ，早稲 直且程 『オ 車京大『 1964 145. 0174 ＂咽99092 4 

10040 トピエタイ3北海道 目梨郡羅臼tオホ 集軸 魯 Jl!f,(j $ 動物事 動物＇. オホー、． 貝類・ 早稲l直良惇 『オ 班京大e1964 145. 2382 "・ 06208 4 

10041 トロロチヤ‘北梅道 常呂郡常呂Pオホ 銀総／. 車f,(j$ ヒト五 人骨 1アイヌ 担穴住居 'l、児智 車］氏 齢木間 『オ 車京大雪 1961 143. 7863 "・ 17763 3 

10042 モヨロ貝蝶 北海道 網走市北1車 オホ JI!彬 ’‘ 
班)j(;・ヒト3人fr 30オホー、 土墳邸 老年9北怖、 伊雌固 『オ 班京大館 1964 144.3064 43, 96768 3 

10043 知床岬遺跡 北湖泊 斜里郡斜!ll~ オホ m輯 ・－ 網走” ・動物f動物f 1オホー 砲石 判事献 北端・ 小林恒 『蜘 網走郷 1964 "'・ 5966 43. 89608 3 

10041 ~fl床岬遺跡 北消道 斜皿郡斜里’ 続純3集車／； 司陣 網走誕 ・ ヒト長 人骨 l＊ホー、 土壌益 成人f札幌f山ロ幅 『知 網走郷 1964 144. 5965 43, 89608 3 

10046 オンネサノレ‘ 北海道 阿串柿阿嘩刊 純文 その世 ーー 開嘩現 . 地形・地形／命 ー－ ー－ ． 北櫛i岡崎，.『阿 阿寒町41965 144. 1005 13.<3033 4 

10046 下仁々志別 北海道 阿寒1111阿嘩日 娘文 集蕗 ー－ 阿串岡 $ ヒト長人骨 1アイヌ 1横路 アイヨ 札幌l三橋世 『阿’ 阿寒町41966 144.1763 43. 2J唱242 4 

10047 弁天島遺跡 北海道 根室市空宇天白 オホ ii!綜 ，． 植曜H申動物’動物 1オホー‘堅穴住居 魚類・ 国立1長谷川 『北極室市i1966 145.581 43. 34022 3 

10048 箇月ヶ岡遺1北梅道 組室市西浜’ 掠文 無事 ー－ 極貧司事 績実存調実愈 拙文 型軽穴住居 モロ＝ 東京t掛崎ti 『北線童市11966 145.5669 43. 322姐 3 

10049 西月ヶ冊逃 北海道 被室市西浜’ 披文 集帯 ． 植草ii＊ 樹縄F炭化4 1敏文 盤穴住居 1属を 東京4岩崎埠 『北根富市車 1966 115. 5669 '' 32228 3 

10050 西月ヶ1咽遺 北糊道 般賞；r,西浜’ 被文 m輯 ． 担宮司 ＊ 制帽F水損A s，員文 礎穴自府 3属~ 車』（I岩崎局 『北極富市車 1966 l15. 6669 '" 32228 3 

1回 61網走湖底追目 北梅遣 網走市湖南f純文 その倒 ． 網走a・動物f動物’1・ 制文 包古脂 魚類－早稲l金子世 『網網走郷 1967 141. 0468 13. 916 2 

10062 英，，貝原 北海道 千織市英々 制文 集構 ーー 千織司＊ 地形 －地形／， ． 命 ー民 北端i近堂剖 『千千歳市事 1967 141. 7065 42. 77633 3 

10053 美々貝塚 北海道 千歳市美々 純文 JI!事 4・ 千娘司・地形 ・地形／・ 唱ド ． ．． 北官官2近量制 『千千識市事 1967 141, 7065 42. 77633 ' 
10064 美々貝塚 北海道 千歳市柴，， 純文 集務 ，． 千歳司 ホ積実F実・ 細文 H周 ‘ 北梅‘ 五十品 『千千歳市事 1967 141. 7066 42. 77633 3 

10066 業々貝緩 北海道 千歳市美々 純文 集轄 ー－ 千識11・ 動物干 動物f• 純文 nx司 貝類 －早稲1企子理 『千千蹴市事 1967 141. 7065 42. 77833 3 

10066 伊述山遺跡 北海道 石狩郡当DIJP純文 その柑 ー－ 当別問 ・地形 ・ 地形I• 事 ー－ 事 ． 三軍量 『伊当別町事 1970 141.4832 43. 2368 ' 
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4. 位置情報の与え方

しかし、このデータベース作成時の懸案として、

テキストデータばかりで位置情報が付与されてい

ないという問題が指摘されていた。確かに、考古

学情報に位置情報が不可欠であるにも関わらず、

検索結果を地図上に表現するためには、上述の①

～＠の方針を取る以上不可能であると考えていた。

それを可能にするためには、データ作成者から所

在地の精確な位置情報を入手し、それを特定の

GISソフトウェアを介して地図上に落とさねばな

らず、到底、インターネット用のブラウザでは無

理だと考えてきた。しかも、分析年次の古いデー

タは国土座標などの位置参照のための手がかりが

まったく無いものがほとんどであり、小宇あるい

は大字レベルまでの町丁目から精確なアドレスマ

ッチングを行うことはほとんど不可能に思われた。

しかし、考古学研究で必要とする古環境復元の

ためのデータは、それほどミクロなものは求めら

れていなし、例えば、扇状地の基部や砂川などの

微地形剣牛の差が大きい部分ならともかく、現況

の字レベルの領域内の環境の差異はほとんど現状

第2表都道府県の東西南北の端点

ID 郎通府県名
北西鋪儒鹿健置 南軍制嶋直鰻直

北蛸縄置 芭蝋健置 開制帽置 車輔毎度

北海道 45・33’？，－ 139・20’，．－ 41 ・ 20’ 59• 148° 53’59’ 
2 膏燭 41・33’13’13，・ 30’01’40・12'54’ 1‘？・ 41”3•
3 岩手 40・ 28’ 52• 140・3・’ 23" 38' ..’ 41• 142・0‘’ 34’
4 宮様 拍・曲’ oo・ 140・ 18’ 42• 37' 48’13’ 141・40’...
5 牧田 40・ 30’ 30• 139' 41’44’ 38・52'13" 140・5・’ 58’
． 山形 39' 12’21・ 13，・ 31’25’37' 43' 51• ’40' 39' 00’ 
7 福島 37' 5!’ 25• 139・10’05・38' 47’18’ 141・02’49’
8 ヨ匝極 38' 58’32・139・41’27" 35' 44’09’ 1‘O' 51’18" 
． 樹木 37・0・’ 07" 139＇，，’ 47" 38・11’48’140' 17’ 45• 
10 群属 37' 03' 20・ 138・24’00’35・ 58’ 55• 139・40’23・
11 揖玉 38' 18’49’ 138' 42’52’ 35' 45’01’ 悶，・ 54’，s’
12 手蔓 38・08・03" 139・ 44’ 33• 34・53・... 140' 52’ 33• 
13 軍軍 38' 03’22’ 138' 48’00’ 35・22'01・ 140・0・’ '7・
14 神畢川 35・40’10’138・55'08’ 35・07’32’139・47’58’
15 新渇 38' 33' 02’ 137・38'17" 38' 44’00’ 139・54’，2・

18 富山 38' 58’38’ 138・4・”r 38・ 1・’ 17• 137・45' 59• 
17 石川 37・51’oe・ 138・14’49・38・ 03’ 50• 137・22’08’
18 福鉾 38・17’33・135・27’08’35・20’25" 138・50’07"

19 山担 35・sa・ or 138・11・ oo・ 35・08’54’139・08’15’
20 畢野 37・01’38" 137・ 1・’ 20• 35・11'43・138・44’33・
21 瞳阜 38・ 27’ 43• 138' 18’‘5" 35・07’so・ 137・39’22・
22 静岡 35・ 38’ 34• 137・28’38’34・ 34’ 13• 138' 10’47" 

23 量掴 35' 25’18" m・40’28・34' 34’28・137・50’28"

24 ＝量 35・15’18" 135・51’22・ 33' 43’10・ 138' 59’28・
25 温賀 35・‘2’02・ 135・・6’。。’ 3‘．‘7’15・138・27’2・－
2・ 軍縮 35' ..’ 34’ 13‘. 51・23’34' 42' 09’ 138' 03’30' 

1日 :*:Iii 35・02’53・135・05’48’34' 18’07" 135' 44’58" 

28 兵庫 35' 40’18’ ’ 34・，s’，9• 34' 09’09’ 135' 29’17" 

2・ ... 34・..’ 41’135・32’33’33' 51’20’ 138・13’58’
30 和取山 34・22’52' 135' 00’07" 33' 25’47’ 138・00’59・
31 島取 35・38’，，.133' 08’15’ 35' 03’18・134・31’05'

32 島根 37・，4’ 33• 131' 40’13’ 34・17’57' 133・23’23・
33 岡山 35' 20’59’ 133・1s・ oe・ 34・，7’42' 134・24’57・
34 広島 35・08’0・’ ’32・02'20・ 34・ 01 ’ 53• 133' 28' 24" 

35 山口 34・49’30" 130・41’42" 33・ 41 ’ 53• 132・28’12’
1蝿 檀畠 34' 14’58’ 133・39’48’33・32’10" 134・4・’ 29・
37 書川 34・ 33’ 41• 133・28’57’34'田’ 32' 134' 27’01・ 

39 置組 3‘. 17’5‘． 132・00'54' 32・ 52’ 53• 133・41’44’
39 高知 33・52’48・’32・28’58・32' 41’57' 13・.19’OD’ 
‘。 福岡 34' 14’48’ 128' 58’02’ 32・59’48" 131' 11’34' 

41 佐賀 33・38’57' 12，・ 44’ 21• 32・58’so・ 130' 32’40・
位 畢晴 34・43’24' 128・0・’ 21’31" 58.’..’ 130・23'21・
43 熊本 33・ 11 ・ 31• ’29・...33’ 32・05・29" 131' 1 B’55押

44 文骨 33・‘4’14・130・49’37’32・42’40’132・10’47・
45 宮司 32・回’ oe・ 130・42’20’31' 21’28’ 131' 53’18’ .. 鹿児島 32' 18’28’ 128・23’50" 27・∞’日’ ’31' 12’28・
‘•1 沖縄 27・52’...122・55’59’24・02’28’131' 19’45’ 

では問題にはされていない。そこで、都道府県や

日本列島レベノレ、およそ20万分の l以上の環境の

差異についてはこれを捨象できると考えた。した

がって、パソコンの1024×768ピクセルのモニタ

のほぼ半分に都溜守県や日本列島が表示できると

して、その内部の領域にドットが明示できるよう

に設計した。次の問題は、アドレスマッチング、で

ある。近年、町丁目から絢葺経度や国土平面直角

座標へのアドレスマッチングサービスを提併する

ことも珍しくなくなっている。本クリアリングハ

ウスの開発では、東京大学空間情報科学研究セン

ターの相良毅氏が公開するサービスを使用した。

ここでは、アドレスマッチングの精度も表示され

るため、精度の低いものについては、町丁目につ

いて調べなおして正確な地番まで入力した。かく

して、字レベノレまでの所在地というテキスト情報

に10進法の緯島程度による位置情報を付与する

ことが出来た。

第 2図相良毅氏のアドレスマッチングサービス

(http: I /fujieda. cs is. t「tokyo.ac. jp/cgi-bin/geocode. cgi) 

第3図京都府地図（カシミーノレ30で切り出し｝

-45-



, . トップ画面

スタートボタンをクリック

2.検索条件設定画面

フリーワード／プルダウンによる検索

3.検索結果表示

例：樹種同定結果の表示

4.データの1つを選択したところ

データの位置が表示される

5.データ詳細の内容の表示

一覧表示

6.単一の都道府県を選択したところ

例：京都府

第4図古環境復元のための考古学情報クリアリングハウスの樹乍方法(1)
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7.解説文中の1遺跡を選択

データがドット点滅

9.絞込み検索した遺跡の表示

例：下植野南遺跡

第5図 古環境復元のための考古学情報クリアリングハウスの操惟方法（2)

次は、位置情報を表示する地図を作成する作業

である。地図のデータは、国土地理院が発行する

数値地図50mメッシュ（日本測地系）を使用した。

これを杉本智彦氏作成になるソフトウェア「カシ

ミ｝ノレ3DJの緯島程度指定による画像切り出し

機能を作成して、長方形の都道府県画像を切り出

した。この場合、都湖守県の東西南北の端点は、

国土地理院によって公開されているデ｝タに依拠

して切り出した。

この段階で、四隅の位置情報が判明している長

方形の地図画像とアドレスマッチングで位置情報

が付与されたデータを得ることになった。次の課

題は、これをモニタ上で重ね合わせることである。

この時に、 DynamidITMLの機能を援用して、切り

出した地図を1ピクセルごとのグリッドに割り振

って、その該当個所にドットを表示するというプ

ログラムを設計した。すなわち、 Javascriptによ

る検索の結果を、あらかじめ四隅の分かっている

マップ上の相対位置にドットで出力するというプ

ログラムを設定したのである。そのページのソ｝

スは、

<html> 

<head> 

くmetahttp_equiv="Content-type" 

content="text/html; charset=Shift_JIS"> 

<title>LDOOOOO -Prototype</title> 

くlinkhref＝’INDEX.CSS" rel＝’StyleSheet" 

type="text/css"> 

</head> 

(frameset rows="28弘，＊＂＞

<frame src="DBl. HTM" name=”FirstFrame"> 

くframesetcols="5側，＊＂＞

<frame src="DB2.HTM" name=’SecondFrame"> 

<fr四 esrc="DB3. HTM" name=＇’ThirdFrame"> 

</frameset> 

</frameset> 
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第6図枕金剛嚇物珪酸体分析遺跡

くnofr醐 e>

<body text＝’black”link="blue’vlink＝”blue" 

a link♂ blue’bgcolor＝”antiquewhite"> 

く／body>

</no仕組巴〉

</html> 

であり、フレームごとに検索結果と位置情報を分

けて表示させるようにしている。ただ、これでは

検索結果がどのドットに対応するかが不明確であ

るという指摘を受けた。そこで、検索結果を表示

するテ｝ブル上の遺跡洛上に一定時間マウスのポ

インタを載せておくと、地図画像がリフレッシュ

して該当データのみがドット点滅するように改良

した。

5. 環境考古学クリアリングハウスの活用

今回作成したクリアリングハウスで、従来まで

のテキストa情報のみでは得られなかった新たな研

究視角の可能性が広がった。その特長点は以下の

とおりである。

① 従来、位置情報を可羽化するためには

特別なGISソフトウェアを必要とし、

特にMacintosh機では対応するものが

少なかった。このクリアリングハウス

は、マシンスペックやシステムとブラ

ウザによってレスポンスの時間差は

あるものの、 Windows機・Macintosh

機の区別無く、インターネット用のブ

ラウザでJavascriptが走れl捌用可

能である。

② データベースはエクセルに入力した

ものをcsvのテキストデータにして取

り込んでおり、デ｝タの入力や更新が

容易である。

第7図脂肪断析遺跡

6. 今後の課題

このクリアリングハウスについては、多分に改

良の余地もあるが、ほぽ初期の目的を遣すること

が出来た。最後に、今後の課題を列挙して、まと

めに代えたしL

① 使用語句などが多岐に分かれる結果

となり、クリーニングに労力を要した。

また、提供者に多大な負担を掛けるこ

とになり、網離句なデータ収集の方法

が確立していなかった。Javaを活用し

たアンケート形式のシートを置くな

ど、負担を軽減を図りたし、

② 地図画像はスケールを変えて表示す

ることが出来なかった。

③ 分析結果の内容については提供者か

らのデ｝タに手をつけなかったので、

分析結果の検索ができなかった。

また、本クリアリングハウスのプログラムは、

環境考古学主汐トのデータにも応用が可能である。

位置’情報の考古学研究への活用がいっそう推進さ

れる契機となれば幸いである。

なお、本クリアリングハウスの作成に当たっては、大

手前大学史学研究所オ」プン・リサーチ・センター整備

事業による研究の一環として、開発費ならびに実f特集に

ついて大手前大学から多大なご協力をいただいたほか、

細｜｜晋太郎氏（関西大学文学部から実作業の協力を受け

た。末尾ではあるが、記して感謝したlt¥

参考文献

金田明大・糊宏臣・新納泉『考古学のためのGI S 

入門』 古今欝涜 2001

-48-


